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餌代、肥料代、電気
代及び農業資材等の高
騰で危機的な状況にあ
る畜産酪農業及び養鱒
業に対する緊急の支援
を

来年度の当初予算に餌代などの緊急支援予算は計上され
ていないが、畜産酪農業及び養鱒業の状況をどう認識して
いるのか。

市　　長
副 市 長
関係部長

昨年９月定例会の補正予算で、新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金を活用して粗飼料価格高騰対策
事業費補助金を計上している。現在も状況が改善されたと
は言えず、今後いつまで餌代などの高騰が続くか見通しが
立たない中で、緊急の支援が必要ではないか。

　学校給食の牛乳への影響はあるのか。

牛乳の消費拡大のため、「牛乳を毎日１杯飲もう運動」
を呼びかけてはどうか。

長期的な支援として、畜産酪農業及び養鱒業で働く研修
生の居住環境を確保するために、研修寮を農地などに建設
できるように、土地利用を独自に緩和することはできない
か。

公共交通に対する市
民の強い要望に応えて
いくために

　公共交通に関する以下の要望についてどう考えるのか。 市　　長
関係部長　宮タクを増便することについて伺う。

宮バス、宮タク及び路線バスの活用推進に関する取組
を一層強めることについて伺う。（宮タクの登録方法、
利用方法、料金の周知、路線バスの割安定期券の活用
等）

高校生の通学バスを、高校、バス会社及び市の連携で
運行することについて伺う。

　バス停までの移動手段を確保することについて伺う。

公共交通が福祉、教育、子育て、観光、商業及びまちづ
くり全体に及ぼす経済的効果と公共福祉的効果を調査し
て、今後の公共交通政策を考える基礎データとして活用す
ることについて。

公共交通が果たしている経済効果を数値で示すことに
より、市の税金投入がまちづくりに生かされていること
を明確に確認できると考えるがいかがか。

富士宮市における公共交通の経済効果の調査のために
必要な委託料を試算すると、どの程度になるのか。
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